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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間(17:00～9:00)水道修理工事当番表【1月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

店　名 TEL 当番日

１、７、13、19、25、31

２、８、14、20、26

３、16、22、28

４、10、23、29

５、11、17、30

６、12、18、24

９、15、21、27

前忠工業(株)

(資)神明商会

原田商会

越智商会

(有)大阪商会

西岡設備工業所

中央水道工務所

31-8548

22-3565

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

22-3552
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山
村
サ
ロ
ン
代
表
。
本
文
中
に
書
い
た
芦
屋

市
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
卒
業
後
、

県
立
神
戸
高
校
へ
進
学
。
ま
た
し
て
も
き
つ
い

坂
の
上
に
そ
び
え
立
つ
学
校
だ
っ
た
。
お
か
げ

で
足
腰
は
鍛
え
ら
れ
た
と
思
う
。
山
の
上
で
マ

ラ
ソ
ン
も
走
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
法
政
大
学

文
学
部
英
文
科
卒
業
。

　
在
学
中
に
現
代
詩
手
帖
誌
に
作
品
を
発
表
。

以
後
、
小
原
流
挿
花
誌
な
ど
に
執
筆
し
て
い

た
。
著
作
が
い
く
つ
か
あ
る
。
『
マ
リ
ア
・

ユ
ー
ジ
ナ
が
い
た
』
『
宗
教
的
人
間
』
（
い
ず

れ
も
リ
ブ
ロ
社)

。
『
自
録
・
市
民
立
法
』

(

藤
原
書
店)

他
。

　
一
昨
年
、
有
志
を
集
め
て
「
メ
サ
イ
ア
」
を

指
揮
し
た
。
な
ん
で
も
や
り
た
い
一
九
五
二
年

生
ま
れ
で
あ
る
。

(

筆
者
記
す)

【昔遊びを楽しもう】
■日時　１月22日(土)午前９時30分～11時30分　
■会場　市民センター301室　■内容　昔ながらの
遊び(お手玉・おはじき・こま回し・ケン玉など)を
楽しみます　■対象　小学生(保護者同伴可)30人

【おはなしタイム～耳で楽しむ感動の本～】
■日時　①１月29日②2月19日、いずれも土曜日
午前10時～11時50分　■会場　①市民センター
3 0 1 室②市民センター2 0 3 室　■内容　①「エル
マーのぼうけん」「布芝居」ほか②「オズの魔法
使い」ほか　■対象　小学生(保護者同伴可)、各
回30人　■講師　出前一丁

公民館・子ども教室　◇冬の楽しい催し◇
問い合わせ　公民館　135-0700/FAX22-6924(〒659-0068　業平町８-24)

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
年
賀
状
等
で
の

ご
あ
い
さ
つ
が
公
職
選
挙
法
に
よ
り
原
則
的

に
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
例
年
市
広
報
紙
を
通
じ
て
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
惨
状
は
十
年
前
の

恐
怖
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
改
め
て
災
害
に
対

す
る
人
間
の
無
力
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
防

災
意
識
の
高
揚
、
防
災
体
制
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
一
同
は
、
新
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
民
意
の
反
映
と
市
政
の
チ

ェ
ッ
ク
の
た
め
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
日
々

の
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い
る
決
意
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ

げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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謹
賀
新
年

●申し込み　はがきかファクスで、教室名・住所・氏名・学年・電話番号を記入し、１月14日(金)
　　　　　　までに公民館へ。応募多数の場合は抽選となります。

　
両
親
と
も
に
芦
屋
の

人
で
、
私
は
大
正
時
代

に
建
て
ら
れ
た
西
山
町
の
家
で
、
産
婆
さ
ん

に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
生
ま
れ
た
か
ら
、
こ
こ

ま
で
で
す
で
に
「
芦
屋
の
人
」
だ
。
そ
れ
に
、

現
在
の
松
ノ
内
緑
地
に
あ
っ
た
私
立
崇
信
幼

稚
園
に
通
い
、
市
立
山
手
小
学
校
、
山
手
中

学
校
へ
進
ん
だ
の
だ
か
ら
、
ど
う
見
て
も

「
芦
屋
の
子
ど
も
」
な
の
だ
っ
た
。

　
高
校
と
大
学
は
他
の
街
。
し
か
し
、
人

間
の
す
べ
て
は
、
子
ど
も
時
代
ま
で
に
決

ま
る
。
東
京
で
大
人
の
始
ま
り
の
時
間
を

迎
え
て
い
た
私
が
、
芦
屋
に
呼
び
戻
さ
れ

た
の
は
、
も
う
三
十
歳
に
な
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
と
き
だ
っ
た
。

　
埋
立
地
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち

並
び
、
駅
ビ
ル
が
で
き
、
市
内
の
開
発
は

徐
々
に
進
ん
で
い
た
。
駅
前
に
ビ
ル
を
持

っ
て
い
た
両
親
は
「
駅
前
再
開
発
係
」
と

し
て
私
を
呼
び
戻
し
、
そ
の
結
果
、
ラ
ポ

ル
テ
本
館
に
「
山
村
サ
ロ
ン
」
を
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
八
六
年
の
こ

と
。
人
生
は
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。

　
能
舞
台
の
上
に
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ

ア
ノ
が
あ
る
小
さ
な
ホ
ー
ル
。
宴
会
も
で

き
、
音
楽
会
、
講
演
会
、
映
画
会
、
展
示

会
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
な
ど
が
で

き
る
。
「
金
あ
ま
り
」
の
時
代
。
人
々
の

酒
と
バ
ラ
の
日
々
は
、
そ
う
そ
う
い
つ
ま

で
も
は
続
か
な
か
っ
た
。

　
株
価
の
大
暴
落
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
破
綻
。

そ
し
て
阪
神
大
震
災
に
被
災
。
サ
ロ
ン
は

半
年
間
の
ビ
ル
修
理
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
人
が
戻
っ
て
く
る
に
は
、
な
お
長
い

時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
あ
れ
だ
け
の
災
禍

に
巻
き
込
ま
れ
て
、
人
は
な
か
な
か
再
び

タ
ン
ゴ
を
踊
る
気
に
は
な
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
日
々
、
私
は
西
宮
市
民
の
小

田
実
さ
ん
と
と
も
に
、
被
災
者
に
公
的
援

助
を
求
め
て
、
法
案
実
現
の
た
め
に
奔
走

し
て
い
た
。

　
あ
れ
か
ら
十
年
。
す
で
に
両
親
と
も
亡

く
し
、
仕
事
の
面
で
は
、
震
災
と
不
況
の

影
響
は
今
な
お
濃
い
。
で
も
、
大
丈
夫
だ

ろ
う
。
城
山
と
芦
屋
川
と
が
あ
る
限
り
、

美
し
い
芦
屋
が
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

「学習状況調査」「生活・意識調査」を実施します
　教育委員会では、学習指導要領に基づいた学習内容が、市立小中学校
の児童・生徒にどの程度身についているかを把握するため、次のとおり
昨年度に引き続き調査を実施します。
■対　象　市立小学校５年生児童・市立中学校の２年生生徒
■実施日　小学校…１月24日(月)・25日(火)／中学校…１月13日(木)
■内　容　学習状況調査…国語・社会・算数(中学校は数学)・理科・英
　　　　　語(中学校のみ) ／生活・意識調査(小学校・中学校とも)

女性センター講座「家族で地域で みんなで子育て」

問い合わせ　女性センター　138-2023/FAX38-2175
(〒659-0092 大原町2-6/Ｅメール  josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp)

問い合わせ　学校教育課　138-2087

■日時　①１月28日②２月４日③25日＜全３回＞
いずれも金曜日、午前1 0 時～正午　■内容／講師
①「母性という名の抑圧から逃れる」羽衣学園短
期大学助教授・木脇奈智子氏②「男性の育児と保
育を考える」保育士・小崎恭弘氏③「家族の『遊
び力』」甲南大学文学部教授・野々山久也氏　■
会場　女性センター　■定員　先着30人　■一時

～親も子ものびやかな家族関係つくりませんか～

【子どもクッキング
  ～バレンタイン・クッキー作りと簡単料理】
■日時　１月29日(土)午前10時～11時45分　■会
場　市民センター料理室　■対象　小学生(保護
者同伴可)、24人　■講師　芦屋在宅栄養士会　
■材料費　500円

【子どもパソコン教室】
■日時　２月５日(土)午前９時30分～11時30分
■会場　市民センター217室　■内容　インター
ネットを楽しむ　■対象　小学２年生～６年生
(保護者同伴可)、14人　■講師　片山綾子氏

保育　２歳以上就学前の幼児、先着８人( １月2 4
日まで受付)　■受講料　700円(市内在住・在勤・
在学のかたは500円)　■申し込み　はがき・電話・
ファクス・Ｅメール、または女性センター窓口
へ。住所・氏名・電話番号(ファクス番号)、一時
保育希望のかたは子どもの名前・生年月日を記
入し、女性センターへ。

　熊本県の「ライ未感染児入学拒否」
事件を取り上げ、ハンセン病への差別
と偏見を告発する1969年制作の映画。

■日時　①１月21日(金)午後６時30分～８時05分②22日(土)午前10
時30分～午後０時05分③午後１時30分～３時05分　■会場　上宮川
文化センターホール　■内容　映画「あつい壁」監督：中山節夫／
出演：多々良純、福島寿美子ほか　■定員　各回先着100人

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

★最終上映(③)終了後、
ハンセン病回復者・川島
保氏による講演「ハンセ
ン病を生きて」を開催。

川島  保  氏

ヒューマンライツシアター

「あつい壁」


